現場代理人の常駐義務の緩和措置について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊勢崎市では、建設工事請負契約約款の改正に伴い契約約款第１０条第３項に規定する現場代理人の常駐の義務の緩和について、次のとおり緩和条件を定めます。

1． 建設工事請負契約約款第１０条第３項

　発注者は、現場代理人の工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がなく、かつ、発注者との連絡対制が確保されると認めた場合には、現場代理人について工事現場における常駐を要しないこととすることができる。
　上記条項により、支障のない範囲内で常駐を要しないことと認めることが出来ることから緩和措置を行います。
2． 現場代理人の兼務を認める要件について
　現に契約している工事及び新たに契約する工事が、次に掲げる要件のいずれかに該当する場合

（1） 近接工事（近接工事として間接費が調整される工事）

近接工事として市が認めた工事

（２）市内一円工事（工事場所が特定されていない工事）

　　　　兼務できる工事については、他の１件とする。

（３）発注者が特に支障がないと認め、次に掲げる条件をすべて満たす工事
　　①　兼務する工事が、いずれも本市（伊勢崎市長）が発注した工事であること。
　　②　工事場所、施工形態等を勘案し現場代理人の兼務対象となる工事である旨を、指名通知書又は仕様書等で明示した工事であること。
3 兼務に係るそれぞれの工事請負代金額（税込み）が５００万円未満であること。
3． 兼務手続き

現場代理人を兼務する場合には、「現場代理人兼務届」を提出すること。

４．　その他

（１）現場代理人は、兼務したことにより安全管理の不徹底に起因する事故等がおきることのないよう、兼務した現場における安全管理により一層配慮すること。
（２）現場代理人は作業期間中、いずれかの現場に常駐すること。
（３）提出された「現場代理人兼務届」の内容に虚偽の記載、現場体制に不備が生じた場合は指名停止等の必要な措置を行うことがあります。
5． 適用開始日

　平成２３年６月１日以降に発注する工事から適用します。

平成　　年　　月　　日

　　　　現　場　代　理　人　兼　務　届

伊勢崎市長　　　　　　　  様

受注者　住　所

商号又は名称

代表者名　　　　　　　　　　　　　印

次のとおり現場代理人の兼務について届け出ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1． 工　　事　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2． 工　事　場　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3． 請負代金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4． 工　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5． 現場代理人氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．　兼務する他の工事

　①　工　　事　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②　工　事　場　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　③　請負代金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　④　工　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
